
ケルトン型ＳＰの設計と製作（製作編）
今回は、ケルトン型ＳＰの実際の製作例を拙アプリ BoxDesigner を使用し示します。
勿論、設計編で紹介した方法を用いてもＯＫです。

　再度、図１にケルトン型の構造を示し、ケルトンに好ましいユ
　ニットのＴ・Ｓパラメーターの条件を記しておきます。
　　Qts：0.4 前後
　　Fs ：30Hz 以下
　　Vas：ある程度少ない方がよい（全容積が小さくなる）
　今回、以前ケルトン用として入手しておいた Dayton の
　RS225S-8 と言う２０ｃｍのユニットを使用する事にします。
　パラメーターは、Qts：0.38、Fs：26.9Hz、Vas：75.3Liter
　と条件に充分合致しています。ただ、このユニットは、現在は生　　
　産中止になっていますので、別紙で代替え品による設計例を紹介
　しておきます。
　次頁に RS225S-8 のスペックシートを載せておきます。
　参考に通常のベンテッド型とケルトン型のデフォルト特性の比較　
　をしてみます。

ベンテッド型のデフォルト特性　　　　　　ケルトン型のデフォルト特性

ベンテッドでは、59 Liter で、30Hz（-3dB）ケルトンは、合計容積 55 Liter で
25Hz（-3dB）位まで再生出来そうです。能率は、ケルトンが -4dB 程低くなります。
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図１ケルトンの構造
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その分低域が伸びることになる訳です。また、ケルトンはハイカット・フィルターを入れ
なくていいのも長所ですが 2・1 ch にするのでＬ・Ｒのミキシング回路は必要になりま
すので完成後の試聴によっては、ミキシング回路を利用してのハイカット・フィルターを
入れることも考えておきます。高域側にもローカット・フィルターを入れるのも想定して
おきます。2・1 ch では、低域ボックスが一つですみ、中・高域を別に作って組み合わせ
ることが出来かつ中・高域は小型化が可能なのでトータルの容積は、少なく出来るのがメ
リットです。が比較的大きな低域ボックスをどこに設置するのかが問題になります。

実際の設計
BoxDesigner は、デフォルトで最適な値を提示しますが、半端な数値なので扱いやすい
切りの良い値を入力して決定します。
下図に最終設計値を示します。

ケルトンボックス設計値と特性
3



下図にベント（ダクト）の計算結果を示します。

ダクトの計算結果

Vb2＝18Liter、Fb2＝46.5Hz で、塩ビパイプ（VP-50）内径５１ｍｍを２個取り付け
るとダクト長（１個当たり）＝279.25ｍｍになりましたが、実際は278ｍｍにしました。
下図に８０Ｗ入力でのダクト内気柱の振動速度を示します。

ダクト内気柱の振動速度

最大 10.5m/sec で R.H.Small の提唱値 14.5m/sec 以下に収まっており、ダクトでの
息継ぎノイズの発生は、ほぼ無いと考えられます。次に、設計図面・板取り図・３Ｄ図面
を添付しておきます。尚、作図は ３ＤＣＡＤ Vectorworks にて行いました。

4



38
6

35
0

580

27
826
0

35
0

31
4

φ
60

18 18

18
18

18
18

Su
b 
W
oo
fe
r  
 S
=1
/4

10
5

180 110

VP
-5
0

Vb
_in
t=
37
.8
0L

Vb
_n
et
=3
6.
66
L

Vb
_e
ff=
40
.3
3L

Vb
_in
t=
20
.0
0L

Vb
_n
et
=1
8.
26
L

Vb
_e
ff=
18
.5
L

RS
22
5S
-8

88

φ
51

18182
200

344
362

70

24

24

18

18
18

290 290

yoshiyuki
5



φ60 φ60 φ60

350

58
0

58
0

350

58
0

58
0

31
3

31
3

31
3

10
0

100 140

350 350

349 349

φ185

71

52

11
0

70 210 70

11
0 φ50φ50

100

349

400 400
18 18 18 18

スピーカーボックス　板取り図　S=1/7：穴・残り材
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エンクロージャー組立
組立手順の写真と説明を順を追って掲載します。板材はドイトの「杉集成材」１８ｍｍ厚
1820ｘ400ｍｍ を２枚使用しカットもドイトでして貰いました。
基本は木工ボンドで接着、リブ等はボンドを塗って釘で仮止め接着としました。

　
カットした部材　　　　　　　　　　　　前後左右側面材の接着

直角を出すため天板・低板を仮に入れる、次回は直角治具を使うつもり

　
ＳＰバッフル取付リブ　　　　　　　　　　ダクト固定ピース取付

　
ダクト取付固定　　　　　　　　　　　　　ＳＰバッフル取付
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余った材を補強に使用

　
端子とスピーカーを取付、ファストン端子で配線
ダクトは、ボンド（Ｇ１７）とＩＶ線で防振固定

　
密閉ボックス側には、容量増加狙いでホワイトキューオンを充填

寸法：430x50x1000mm 21.5Liter、密度：10kg/m3 ふわふわタイプ 全量を充填
吸音材の効果で約１０％の容量増加を狙う
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ベンテッド側には、取り敢えずミクロンウールを充填 密度：20kg/m3

設計編で述べたようにベンテッド側の容積は、少ないほど再生帯域が広くなり多いと狭く
なり、また、少ない程再生レベルは低くなります。吸音材を入れすぎると有効容積が多く
なり再生帯域が狭くなるので、どうするかは、後の測定時に改めて考えることにします。

　　　　
組立完了時前面ダクト　　　　　　　　　　後面入力端子

なお、天板・低板・ＳＰユニットの取付穴は、予めドリルで予備穴を開けておいて木ビス
で止めています。
塗装は、後々時間を掛けてする事とし軽くサンドペーパーを掛けるのみにしておきます。
色塗りは、手間と時間と高い技術が必要の割に、あまり楽しくないと思うのです。
次回、測定編で測定と調整を進めて行きたいと思います。

※本冊子の著作権はフリーとします。記：長谷川義之 ケルトン型ＳＰ製作編 2018/04
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